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しては 30年ですが、前身校の共立女子聖書学院をさかのぼれば 1881 年か
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28 時と永遠  　キリスト者の終末的生き方の観点から
しました
（37）
。この内村評を参考にすれば、内村が言う「永遠の現在」には、
その「永遠」からの「天職を果たすべき日本」で福音を伝え、奉仕すべき
「現在」と来るべき「永遠に直面して」日本を冷静に評価し、批判する「現
在」双方が同時にあるということなのでしょうか。ここでは、「永遠に直
面して」歩むキリスト者の厳しい「現在」認識が問われているというべき
でしょうか。
　第三はこの講演準備中のこの夏に寄贈を受けた、中山弘正著『世界に平
和を―小さな自分史』をめぐるものです。著者はソヴィエト経済学者と
して広く知られ、明治学院大学で教授、学院長を歴任したキリスト者です。
本書の内容は、「平和の君　イエス・キリスト」の主題の下に自分史をつ
づるもので、著者の戦後の平和運動とのかかわりを大学生に語り掛ける文
体で記したものです。本書の巻末に収録された資料に「明治学院の戦争責
任・戦後責任」(1995) があります。この告白は学院長中山弘正の名で公表
されて当時のマスコミで報道され、また反響も大きかったことは周知のと
ころです。告白は明治学院が戦前の軍事体制下で犯した罪を神に告白し、
日本が侵攻したアジア諸国に対し謝罪するもので、その観点から学院史の
出来事が具体的に記されています。特に印象深いのは、最終部の真実の平
和への誓いと祈りにおいて引用されている聖書のことば、「生命の言を保
ちて、世の光のごとく此の時代に輝く」（文語訳聖書ピリピ 2:15）です
（38）
。こ
こに「永遠に直面して」歩むべき大学・キリスト者のあり方を垣間見た次
第です。1990 年創立の東京基督教大学に明治学院のような過去はないと
しても、その「過去」が「現在」となる時代の到来はありえましょう。「永
遠に直面して」「世の光のごとくこの時代に輝」く使命は、日本にある大
学として東京基督教大学も共有するものではないでしょうか。
（37）『丸山眞夫集』第八巻、233 頁。 
（38）中山弘正『世界に平和を―小さな自分史』、明治学院大学、国際平和研究所、
2019 年、139-143 頁。
29『キリストと世界』31号
　最後に、「永遠」である終末の歴史的到来を待ち望み、その「永遠」が
間もなく、必ず来るとの現実性に緊張を覚えつつ、30 周年を迎える東京
基督教大学および関連する皆様が「永遠」の主イエス・キリストにあって
力強く歩まれることの祈念をもって、講演を閉じることにします。
